
し
た
。
ま
た
、
自
宅
所
蔵
分
の
前
嶋
家
文
書
は
、
も
っ
と
早
い
時
期
に
、
立
野
晃
氏
を
中
心
と
す
る
房
総
史
料
調
査
会
の
方
々
に
よ
っ
て

整
理
と
目
録
作
成
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
て
、
前
嶋
・
有
原
両
家
文
書
の
目
録
刊
行
が
進
み
、
両
文
書
群
を
用
い
て
研
究
す
る
環
境
が
整
っ
て
き
た
の
を
み
て
、
私
は
三

〇
歳
の
こ
ろ
を
思
い
出
し
、
再
び
前
嶋
家
と
台
方
村
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
み
よ
う
と
い
う
気
に
な
っ
た
。
私
も
、
は
や
二
〇
一
七
年
に

は
還
暦
を
迎
え
る
。
そ
こ
で
、
研
究
の
ほ
う
で
も
「
原
点
回
帰
」
し
よ
う
と
思
い
立
っ
た
の
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
前
嶋
・
有
原
両
家
の
文
書
だ
け
で
も
膨
大
な
量
で
あ
り
、
台
方
村
内
外
に
は
他
に
も
多
数
の
文
書
群
が
存
在
す
る
。
と
て

も
、
一
人
の
手
に
負
え
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
若
手
研
究
者
の
方
々
に
呼
び
か
け
て
研
究
会
を
立
ち
上
げ
た
。
中
谷
正
克
氏
に
は
、

研
究
会
の
取
り
ま
と
め
役
と
し
て
尽
力
し
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
最
初
の
成
果
が
本
書
で
あ
る
。

し
か
し
、
台
方
村
と
そ
の
周
辺
地
域
に
関
し
て
は
、
ま
だ
ま
だ
重
要
な
研
究
テ
ー
マ
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
本
書
を
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
と
し

て
、
引
き
続
き
共
同
研
究
を
継
続
・
推
進
し
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。

末
筆
な
が
ら
、
前
嶋
・
有
原
両
家
の
皆
様
、
ま
た
前
嶋
・
有
原
両
家
の
文
書
を
は
じ
め
、
関
連
す
る
文
書
群
の
整
理
に
当
た
ら
れ
た
多

く
の
方
々
に
深
甚
の
謝
意
を
表
し
た
い
。
そ
し
て
、
本
書
刊
行
に
当
た
っ
て
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
っ
た
、
岩
田
書
院
の
岩
田
博
氏
に
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

二
〇
一
六
年
一
月

渡
辺

尚
志
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本
書
は
、
上
総
国
山
辺
郡
台
方
村

現
千
葉
県
東
金
市
）
を
主
要
な
フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
た
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
二

〇
一
二
年
三
月
に
台
方
村
研
究
会
を
発
足
さ
せ
、
以
後
今
日
に
い
た
る
ま
で
二
〇
回
の
研
究
会
を
重
ね
る
と
と
も
に
、
現
地
で
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
を
行
な
っ
て
き
た
。
メ
ン
バ
ー
は
一
〇
人
以
上
い
る
が
、
今
回
は
そ
の
う
ち
の
五
人
が
論
文
を
執
筆
し
た
。

台
方
村
を
共
同
研
究
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
設
定
し
た
の
に
は
、
私
の
個
人
的
な
事
情
が
関
わ
っ
て
い
る
。
本
書
で
使
用
さ
れ
て
い
る
主
要

な
文
書
群
の
一
つ
に
台
方
村
前
嶋
家
文
書
が
あ
る
。
同
文
書
は
、
現
在
、
千
葉
県
文
書
館
と
前
嶋
家
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
目

録
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
文
書
館
所
蔵
分
の
目
録
は
分
冊
で
刊
行
さ
れ
て
お
り
、『
前
嶋
家
文
書
目
録
１
』
は
一
九
八
八
年
三
月
に
刊
行

さ
れ
た
。
今
か
ら
二
八
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
と
き
は
、
ま
だ
千
葉
県
文
書
館
は
開
館
し
て
い
な
か
っ
た

開
館
は
一
九
八
八
年
六

月
）
。

『
前
嶋
家
文
書
目
録
１
』
が
刊
行
さ
れ
る
前
に
、
す
で
に
前
嶋
家
文
書
は
高
村
直
助
・
吉
田
伸
之
・
久
留
島
浩
各
氏
を
中
心
と
す
る

方
々
に
よ
っ
て
整
理
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
作
ら
れ
た
カ
ー
ド
目
録
を
ベ
ー
ス
に
、
冊
子
体
目
録
の
刊
行
作
業
に
当
た
っ
た
の
が
、

伊
藤
陽
啓
・
加
藤
光
男
・
出
口
宏
幸
・
早
川
麻
由
美
・
平
野
明
夫
の
各
氏
と
私
で
あ
り
、
そ
の
と
き
私
は
ま
だ
三
〇
歳
で
あ
っ
た
。
一
九

八
七
〜
八
八
年
に
か
け
て
、
プ
レ
ハ
ブ
造
り
の
文
書
館
準
備
室
に
足
し
げ
く
通
っ
た
の
も
今
と
な
っ
て
は
な
つ
か
し
い
想
い
出
で
あ
る
。

そ
の
後
、
前
嶋
家
文
書
の
目
録
刊
行
は
長
い
間
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
た
が
、
千
葉
県
文
書
館
の
方
々
の
御
努
力
に
よ
り
、
二
〇
一
三
年
に

『
前
嶋
家
文
書
目
録
２
』
が
刊
行
さ
れ
、
二
〇
一
六
年
の
『
前
嶋
家
文
書
目
録
５
』
を
も
っ
て
目
録
の
刊
行
は
完
了
す
る
。
台
方
村
の
今

一
つ
の
主
要
文
書
群
で
あ
る
有
原
家
文
書

千
葉
県
文
書
館
寄
託
）
も
、
二
〇
一
一
〜
一
二
年
に
二
冊
の
目
録
が
刊
行
さ
れ
て
整
理
が
終
了
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